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技術論文
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　案 素 酸 化 物 （NO ．x＞等の 測 定 は 大気汚染防止法第 22 条

に 規 定 さ れ ，環境庁 「環境大 気常 時 監 視 マ ニ コーア ル

〔19．　98 ＞」及 び 日本工 業規 格 （JIS） に 基 づ き行 わ れ て い る．

更 に，近年 は 常時監視局に 乾式測定器 が 導入 され た が ，
1三
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体 は ザル ツ マ ン 試薬 を利 1．1，」した湿式 1貝掟 器 で あ り， 校正 は

標 準溶液 に よ る 等価液 （静 」：VJ）校 正 が 義務付け られ て い る，

しか し，常 時 監 視 局 で は 1 成 分 1 台 の 測 定
．
器 で の 測定，

あ る い は 更新 時 で も 2 台 の 平行稼働 で あ り，10 台 以．．Lの

同時測定 は 大型 プ ロ ジ ェ ク ト等 の 調査 に 限 られ て い る，

　 一
方，近年 は 家崖 内外大気や 健康影響 に 関す る 調 査

1屑 ｝

が 報告 され て い る が ，大型 プ ロ ジ ェ ク トで も測 定 器 の 器 差

試験等 の 精度 保 証 を行 っ た 報 告 は少 な い ett に大気中の 窒

．
素
．
酸 化 物 濃 度 は ガ ス 成 分 で あ るた め ，湿 式 測 定器 は 静的校

正 に 加 えて 標 準 ガ ス に よ る 動的校 正 も必 要 と な る が ，静
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動的校 正 の 比 較，盗
」
皇試験等の 相 斐伍 。IIを 行 っ た 服

告例 は ほ とん どな い ．そ こ で ，著者 らは 直路 か らの 窒 畢酸

化物濃度の 距離減衰調査 を行 う前 に，使用す る 14台 の 白

動測 定 器 につ い て 離的 ・動 的校illを行 い ，測定暫 の 柑 芝に

つ い て 検 討 した．また，校 正 後 の 測 廴 奇、に つ い て Il　 Jt　1

をマ ニ ュ ホール ドを介 し て 24 時閥測 足 す る な との 器　 氏

験 も併 せ て 検討 した．

2　実 験 方 法

　 2・1　窒 素酸 化物 自動 測 定器 の精 度 確認

　 使 用 し た測 走 器 は 電 気 化 学 幇 器 製 （（｝L｝1 履 M ） の NO ．

自動 測 定 器 14 台 で あ り ， 訣 験 に先 立 ち，測 定 器 は す べ て

系内 配 菅 の 交換k フ ィ ル ター 〔タ イ キ ン 工 業袈 1’1；−1＞ は

同
一

材質 に 交 換，流 量
’tの 洗 浄 及 び 点 検，吸 収 褓 寸 点 栓 風

び イ ン ピ ン ジ ャ
ー

洗浄等の オーバ …
ホ
ー

ル を行 っ た ．反 応

液 （酷 1一ナ フ チ ル エ チ レ ン ジ ア ミ ン ；炉 酸塩，ス ル フ ァ ニ

ル 酸及 び 氷 酢酸σ）混 合溶液） 及 び 酸化液 （硫 鹸四麦性 過 マ ン

ガ ン酸 カ リ ウ ム 溶液 ）は 購入 （同 東化学製） した 同
・
ロ ッ

トの 新液 に 気換 した．実験 Lに お け る 測定計の 枚 「 F順

は ，お お む ね 静的族正 一・同．一
大気 に よ る 24嘔 問比 転バ 験

→性能確
一
忍→動的校 正 の 流 れ で あ る．また，現 紬 円査 時 は

測定器の 移動及び 破置等に 伴い 測疋 品の 怒 皮 変化が 考 え ら

れ る た め ，測定器 を設置後に 再反   的 版 rE を行 っ た．現地

J！h 終了時 も同 一
劾所 で 感 度 確 忍を ほ的 と して 副 IJ勹交止 を

行 っ た後，再び 夫験
’
こで 問

一大気 をマ ニ ュ ホー
ル ドを介 し

て 24f［寺問の 測 定 を行 っ た．静的 ・動 的校 11 は，」亘8B ．
，3品

及 び 環 境 大 气
’
帛時 卓 視 マ ニ ュ ァ ル 1環 大 規 第 21ij 』

，平

成 ／0 年 9 月1 に 基づ き膏 っ た．同
・
友気 に よ る比 転 声り

で は，リ フ ァ レ ン ス と して 爭前に 校 正 した 転式 測 定斎 〔堀

場 製作 所 製 APNA36 ω をN丈J！i　L た．誰 的校 ⊥Eに使 用 した

亜 硝 酸 ナ トリウ ム 標 撃液 は利 光純 泉 製 を使 用 した．レ厂 準 ガ

ス は 高 干穂 化学 し裳製 の 1級 標凖ガ ス 〔M
．
）．　1365 、8Pp 即 ，

NO ； 18．O　ppm で い ず れ も NL2ベ ース ） をf“1［Jし た が ，動

的校正を 行う際 に は，2 僅類 の 標 草ガ ス を希杁器に よ り任

怠 の 濃度 に調整 して 徒用 した ．

　2・1・1　静的 （等価液）校正 　　 r∫垂的メ乞正 は 　 湛ll定対象

成分濃度が理 論的に 反応 した 栃合 と等価な溶液を使月1して

測定器 の 目盛 りを校正 す る 方法 で ある．IVSL校 正 用の 審価

液 は 最大 目盛 値 の 0％ 及 び 9〔｝％ 膏 近 の ガ 輿 ．月敷 した．

ゼ ロ 喜価液は 測定器 の 飯小 目盛 り　〔0 仁置） を校 正 す る も

の で ， 測 定 器 の 吸 収 液 を使 用 した．ス パ ン 寺価液は 測 定軛

囲 の 最大 「［盛 り　C90％ ） 付近 の 濃度 に な る よ うに 等価液

調整 用 の 原 液 を吸 収液 で 希釈 し，り1定の lnen 　彫 し た．

ゼ ロ の 訓整 は 検出部を 吸収液で 数回涜浄後，吸収液射 臾 出

部 に 満た し，指 ド値が OPpm を示 す よ うに ゼ ロ 位 r
’
を訓

整 した．ま た，ス パ ン
ーmsa は ス パ ン 等価 液 で 検 L   を数 I　li

洗浄 後，ス パ ン 等価液 を検 出 ［1に1両た し．指 示 値 力 斜輸 夜

濃度 1 相当す る よ うに 調 陸 した．なお，指示値の 直線性 を

硫忍す る た め，ス パ ン等価 液 を各測 定 レ ン ジ ご との L｝．糊 H
’駒 付近 に な る よ うに 吸 収液で 希釈 した 調整 破 を 使用 し

て，ゼ ロ ，ス パ ン 詞 整 と同様 に謂整 を行 っ た．

　   1曙 　勳 的 （標 準 ガ ス ）狡 正 　　動 的 校 正 は，測 定 対

象成 ノ｝の 校 正用 ガ ス を使用 して 測定器 の 目盛 りを杭正 す る

」ゴ法 で あ る、i［盛 りの 校正 は，希釈 器 を介 して 慓 準 ガス を

匿大 目盛 値 の 9〔｝％ 付 近 の 濃 度 に 羽 整 した．セ ロ ガ ス は 測

定器 の 〒
「
小 目盛 値 を校 ［Eす る もの で 7

ゼ ロ ガ ス 発 生 長概 で

発 生 させ た ガ ス を 吏用 した．ス パ ン ガ ス 及 び中 問 の 校 正 ガ

ス は jr衡小準 ガ ス をゼ ロ ガ ス で 希 釈 した もの を使 増 した．

ゼ ロ の 山 歴 はゼ ロ ガ ス を 援入 し，記 録 紙 乂 は表示 部 で の ゼ

ロ 位慨の ズ定を確認 した．ス パ ン 及 び 中間 「1盛
．
凋整 は測冠

門の 各測 定 レ ン ジ の 90％ 付 近，45 ％ 付近 の 瀞 芝に ll整 し

た 校正 ガ ス を測 疋器 に 孛人 し
，

3 測定値 （3 時間） が 己録

紙 の フ ル ス ケ
ー

ル の ± 2％ 以 内で 安元す る こ と を盤 認 し

た ．

　距 『 3 　器蔆試験 　　離的 ・勁的校 正 後に 測定ハの 器差

を調べ る た め に ，使用 した 14台 の 測定器 に つ い て 器 1 弋

験 を行 っ た．器／
一
氏験 を彳亅っ た 場所 は，横浜市紵区の 住宅

街の
・
角で ，2 陥建 て の 住 宅 の 1 階 （18m2 ） で あ る．！t

台の 自勘溯疋 器 は，地上 L5m に 固定 した マ ニ ュ ホ
ー一

ル ド

を介 して 冂　 大羝 を 24 時閲 吸く収 し，1 時閲値 ご と の 窒 素

酸 化 物 濃 度 を記 録 司
』
i一π己釦く した。

　 象吻 　 ブ イ
ー

ル ド調 査

　 調 五 場 励 は 交 通 屯 が H 平 均 6 万 台 の 国 道 1 号 線 をL 疋

し，D り9 午 2， 5， 8，　 to月 に そ れ ぞ れ 跫週 問 の 連続 測 定

を行 っ た．　 該 地 区 で は 国 道 l ！：’kRは 南北 に走 り，．．ヒ下

X−　L2躯線 ，幅 員 20　in で あ り，国道 1 号 線 の 西 側 は 商 木 及

び 住亡地 ， 東側 は住宅地 で ある．

　1 、，目一這路 と測走地点及 び直 鏡す る 道路等 の 状況 を示

す．道路 と 東 匹 い 自：交す る 細街道路 の 両側 の お お む ね 〔｝，

25，50 ，100，！う1）m の 地点に 窒桑酸化物 自動測定器 を設

置 し，鳶礒か らの ttkit［．減減 と義 与濃反の 関係 を 認べ た。

3　結朱及び考察

　s・F 静的 謹正

　丁ヨhlc　 iは，鷺 台 の 窒素酸化 物 自動測定器の 射 而ti£ に

よ る ・i知 上＄ 果 を 示 した ．校 正 結 果 は 指小 値 の 直線［iを 確 ξ

す る f の ，各測定崙 の 測定 レ ン ジ （NO ，　 NO2 共に O．1，

O．2，〔｝．5） に対 して 3 段阡の 濃度 に 調整 した 寺 価 液 濃 度 と

拳価液の 中問農度 に 対 す る 各測 定 レ ン ジ ご との 指 下値 を統

汁処 理 した もの で あ る．な お，測 定 レ ン ジ は記 録 紙 の フ ル

ス ケ ・一ル ，つ ま り O．1，0．2，0．5 レ ン ジ と は 各 々 0〜e．l

rpm ，　 e・− O．？．　ppm ，　 o〜− e．5　Pμ ・ の 濃 反 に対 応 す る ．1貝唖定

器 の 各渕 定 レ ン ジ の 麦 動係数 は ，  ，3 〜1、2％ で 極 め て 良

N 工工
一Eleotronio 　Library 　



The Japan Society for Analytical Chemistry

NII-Electronic Library Service

The 　Japan 　Sooiety 　for 　Analytioal 　Chemistry

技 術論文 皆川，高橋，長宗，小 ll．1，瀬 羅 　窒 素
．
酸化物 自動 測定器の 精撹

．
保証 と フ ィ

…ル ドへ の 適用 627

〕

．
＼

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〇　　　　2　0　　　　4　0　　　　　　　　　　　　　　　邑OG 　皿

Fig回　l　　　L ｛）〔1．達ti〔．｝n 　（）f
’
snllll）lii且9　t　ites

O，25，50，
⊥00，］sO　sp　p｛：冫lnl．s　fronlし

．
h．e　R （）ut．e　i　 r・ a．d

广
工
「
ab 】．e 　　

@
．l　　　　Calibl噛a1．i

〔
．〉．r．亘　（st．． ai．ic ）　 rc’／1　111t 　

o
．
藍
1　［．廴 ut． on1 ．1‘　t

．
．1（⊃　

n
．玉匙．ilogen　　

【
．， x…（1〔｝　 an とljyzer

Rang

N
（
．

o． D 〔

． 2COIIC
．，

　p

” ：A・ ． 「 ・C・nc・，
　

m 綜 Min ． 　Conc．， 　
ppn

巧 ： ＊ Max ・C‘川∴，
　P

n ＊＊

．，％
D00G

）．045k
｝、Q90

．〔；．40

、04G

046L2

りr〔｝o〔｝
0．〔｝9〔
｛冫，10

．0D
，00

09／

，7（1，

｛
．
）
、000

．．工．7

〔．｝．44
‘．｝，1プ9
（｝．．［

77e

⊥

79Lt

．L
．），玉 〔｝
ooo 〔

r（工4．
0．〔〕950
．045f
），

｝440

〔［451 ．1NI

j，／o．

@　　　　　

e、5
♪，oo（

〔｝、

50 、

9

C095

．094D096

．6  

oeeC1．
89

．44

0 ．1880 ．
ls70

． ．1890 ．
3 ＊：（ IQnc ¢n吐．rat．

正 0110f
　 eq

．
uivalcnt 　l江 qllid・　 ＊＊ ’ M ． easm ． cn ． Le川． ．

　dat． a　
N
（ ）とmdNO2 　 conccn

ﾊ1a 璽
．． k ｝ n 　 l ． Dr 　each 　 rallge ・



The Japan Society for Analytical Chemistry

NII-Electronic Library Service

The 　Japan 　Sooiety 　for 　Analytioal 　Chemistry

628 B し　NSl ｛ KT 　 K 〜冠G 、、 Ku Vc）1．　49　　〔：20〔｝0〕

Tablc 　2　（〕nlibraucn （dynan ゴ　＞rCStu ．lt　O ・aLltc
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）lll ［1廴 cn ユtr〔｝9Ln （．）xidc 　analyze 　 s

NO2 　　MeaSu　ment 　data　c）f・灯O−2　cerlC 　Ppb
．1

　 　 　 Ma ．ure 〔1cn 匸．d 鯛 1 （）fNOc 〔mc 　 pPb 　 2．

　　　 C。 llec匸ed 　r｝ te・ef　NO 、

b．
　 　 　 　  

　　　 NO2 　conc ．，　PPb
匸

NO 　　 Measu 夏
．
Ctmei 　t　d　Lta 　 f　NO く1〔冫nc 、、ppb

　　　NO 　c ・ nc ．，　ppb
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a ）二 S匸andard 　deviatlOli，　b）： 1〔｝0 × 〔／／（（11ノ　　　
．× 07 ），c ）： 〔．【）n α 〕n ヒra 　oll 　QfNO ，　NO2 　t　i

’
idard 　gzs，　d）： 〔〕7 × 1葱、〆

「
：

’
1
’
able 　3　Perfbrman （二c 〔cst 　of 乞ut し）m 齪 k　lll　r （）gel］ （）xide 　ana 】y7．CI

’
s

Perlormance しCSt　bct　re　iield三しna1 ＞　
『．

（卜r1．1999＞

Dynalll　　 Ltlbrati （）IT　b　f6r（：field〜Ln 　l　　 （．∫aU 、1999｝

P《 f　）t
’
nl ［tTlce 　te〜t　afLe 出 cld 　a 副 y 　 CVar．上999）

Dynairlic　cahbl ．
11t　o 　　モtter　f

『’ld　al 　し｝　　（M ？しr．虻999 ）

气v 　 9　工1t

ユ1 ± 〔，．55
　 7tQ ，f
・19 ± 1．2s9

±
’2．4

NO

　 　 　 cx ／o

　 　 　 う．0
　 　 　 9．8
　 　 　 2，4
　 　 　 卜 ．

熟o ，

・4ve］
’
ag （  PP1）

25 ± 0．う323
± 0．6233
± o．9528
竺 〔〕，89

cv 、％

212

．．72
，83
，t

好 な
一
致 を示 した．

　 3 ・2 勳的校正

　佼正 は 各測 定器 の 測 定 レ ン ジ （NO ，へ 位
．
噸 こ 0，L，　 O．2，

0．5） ご とに それ ぞ れ 各測定 レ ン ジの 9〔｝％ イ1
．
近、45 ％ 剰近

及 びゼ ロ の 校正 ガス を測定器に 響 入 し，B 回 の 牆、丿返 し渕

定 を行い ，そ の 指示値が 召己録紙 の フ ル ス ケ
ー一

ル の ＝ 2％ を

確認 した、

　Table 　 2 は，14 台 の 窒 素酸化物 自動測定器 の 標尊 ガ ス

に よ る 校正 結果 を小 した．な お，Table 中の 校 ［Eに 使 Elし

た NOt，，　 NO ガス の 濃度 は，」級標準ガ ス を 各測 疋 レ ン ジ

ご との 濃反に段階的 に希釈 し，そ の 校正 用 ガス を 苗 戈自勤

測 定6ぼに 導入 した 指 示 値 を採 用 した．また，統詐 処 理 後の

数値 は ，14 台 の 測 定 器 に つ い て 校 正 を 行 っ た 糸「｛果 を ．

NO2 は 0．2 レ ン ジ の 45％ 付 近 と 〔1．J レ ン ジの 9（1％ レ ン ジ

の 測 定結 果 を 併せ て 算唱 し，NO は 0、2 レ ン ソの 43％ 付

．
近 の 測 定 結 果 を示 した もの で あ る．

　測 定器の 捕集率 は 99．7 ± G．35％ ，ウ動低数 は 〔）．・／S　Jr％ で

あ り，酸化 蓉は 79 ．2 ± 2．7％，変動係数 は 3護 ％ で 極 め て

良好 な
．．．一・
致 を示 し た ．

　3 ・3 器差試験

　 14 台 の 自動 測 定 器 の 器 差 試 験 結 果 は，
．
⊥
1ablc

　 3 に示 し

た ．器 差 氏験 は 2 回 行 っ て お り ，
Table 　3 中 の NO ，　 N （義

濃 度 の 比 較実験 は 1999年 t月 に行 い ，」「i地 訓査終 ∫後の

畚 差試 験 は 1999 年 3 月 に 行 っ た もの で あ る ．

　等価液校 TEに よ る 器 差 試 験 時の M ），　 NO2 濃 度 は 6 々

jI ± 0．55　ppb ，25 ± 0，53　ppb で あ り，皿 動係数 は 5．0％

2．」％ で 良好 な結 果 が 待 ら れ た．こ の 嵩果 は D78 年 の i”、

境 庁 謂 ゴr斈11象 　（6 台 の NO κ測 定器 につ い て ，　 N （，濃 度 の

変動 係 数 1三％ ， NOe の 麦動 係数 9．　．O％ ） と比 較 して も極 め

て 良好 と解釈で きる．こ の 差違 は 測定器 自体の 檎皮 が 向 ヒ

し た こ とに 加えて，測 定値 の 信頼性 を確認す る た め 洗 式測

比 器 に も価液校正 に加えて 標章ガ ス に よ る動的校 正 を行 っ

た こ と，更に 測定器の 維持管理技術の 水準が 20 年前 と比

べ て 絡段 に 進歩 した こ と寺が 言え られ る。

　次 に ，現地訓査終了後 に 再 び器差 。式験 を行 っ た と こ ろ，

NO ，　NO2 濃 1虻は 各々 41 ± 1．2　ppb ，　t33　±｛O．9！5　ppb で あ り，

変 動係 数 は 2，4％，2．8％ と良 好 な 結甼 が 得 られ た、ま た，

フ ィ
ー一．ル ド ll査 の 前後の 等価液校正 後 に 動的祉 正 を｛J

’
い ，

等 価取 校 正 後 の 測 定値 を動 的校 卍紵 果で 補 正 した 緯果 は，

変動 係 数が 吾価液校 正 剛 こ比 べ て 看 干 大 き くな っ た，しか

し，動 酌 校止 は 」亘S 狂 7953 で は対
’
象外 で あ る こ と

， また 環

丿司 1 剥査 辛、「 nUg　（1978 よF ）
4）

は 静的校正 で あ るが ，／時間値

に 11す る・1小準偏差 （SD ）の 平均値 は，　 NO2 で 5Ppb 程度，

NO で ｛｝ppb 　i鞫 芝で あ り ， 市 販 さ れ て い る 測 定 器 で 1e

ppb 桐 叟の 濃度をお お む ね変動係数 50％ 以下 で 測定 で き

る と して い る 等 を 考ト す る と，今呵の 器差試験辛 rc は こ れ

ら を大幅 に 回 ヒ して い る た め ，フ ィ
ー

ル ド瀕 企 テ
ー

タ の 脂

頼性 が 尿証で きる と ぢえ られ た．

　 3・4　現 地 調 査

　 距 阻 減 衰 の 考
’
9；に 必 要 な 気象条件 は 以 ドの と お りで あ

る ．19刀 年 1 月 （冬 r洶 の 期間中 の 天候 は 晴 れ で ，1999

年 5 月 （春季） は 晴 れ ，妻りが 交互 に 現 れ た．ま た ，8 月

〔三季） は 晴れ が 多 く，1．0 月 （秋 季） は晴 れ ・時 小 雨 の 連

秋で ，期聞中，1 凵だ が 集中身雨 も観測 され た．風 向 は冬

季 の 】凪 向が NNW 〜
適L の 4 方位 で 55．6％ ，春季が S〜

N 工工
一Eleotronio 　Library 　
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、vs  V σ）　4　プゴイ立
『tt　37．5％ ，　N 厂一　量二卜TE　σ）　4　ノ∫イ立

一
（／
t’27 ．7％，

夏 季が ENE 〜SS毘 の 5 方位で 6S ．6％ 7 秋季が NW − NN 乳

の 4 方位 で 6G，7％ で あ っ た ．平 均風速 は 冬孕が 2 ．4，春季

2．＆ 夏季3．5 及 び秋季 2．7　ni ／
’
s と夏季の 風速が 若 1強 か っ

た．

　Fig，2 は 四季 で 調査 し た No κ 濃度を 示 し た もの で あ り，

図 中 の 地 点 ｛〕， 2う．50，IOO ，弖5〔｝は 道路端 か らの 距離 を

示 した もの で ある ．四 季 を 通 して ，N （）2 濃度 は 道 路 の 東

側 ， 西 側 共 に ，道 路端 Om の 濃 度 と 150m 離 れ た 地 点 の

濃度で 変化 が なか っ た．また，道路端 〔｝m の NO 濃 度 は

冬・季，夏季及び 秋季 で NO2 濃度 よ り高 か っ たが ，搾挙 で

は 道路端 で も NO ・t 濃 度 の ほ うが 高 か っ た．嬰ttに，道 路 端

の 0 靼 の NO 濃度 は 25　m 地 点 で は 極 端 に 減 少 し，5〔｝ m

地点 の 濃度 は 150m 離 れ た 地 点 の 濃 度 と同 等 に な っ た．

道路端 Om で 最 も NO 濃度 （76　ppb ）が 高力、っ た冬季 の

場合，東側 で は δ0 〜15（）m 地 点 の 平 均 濃度 （4ippb ） を

ベ ー
ス に 道 路 か ら 25m 地 点 の 濃 度 （65　i〕pb） の 寄 与濃 度

を 見積 も る と約 37％ で あ っ た、なお ，西 側 で は 25〜150

m で 濃 度 差 は 見 られ な く．事均 濃 度 は 42ppb で あ っ た．
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要 旨

　窒 素酸化物 自動 測 定器 を使用 して 大気中の 窒素酸化物濃度の 測定デ
ー

タ を確認す る た め，始め に 自動 灘 定

器の 校正 を行 い ，次 に複数 の 自動測定器の 比較実験 をt’t　”” た．L4 台の 測定器 に つ い て 等価 液 〔静 的 ）校 臣

を行 っ た と こ ろ ，各 濃 度 範 囲 の 変 動 係 数 は 0．3 〜 i．2％ と良女亅
二な ．一

致 を示 し た．更 に ，亅4 台 の 測 定器 に つ い

て 標 準 ガ ス （動 的 ） に よ る校 正 を行 っ た と こ ろ、一二酸化窒 素 凶 〔紛 濃 度 の 捕 集 率 は gg．7 ± O．35％ ，変動

係数 は 0、35％ で あ り ，

一
酸化窒素 個 0 ）濃度の 酸化率 は 79．2 ± 2．7％ ，変 動 係 数 は 3．4％ と静 的校 正 同様

に 良 好な
一一
致 を示 した．ま た ，｝4 台 の 測定器 を使驚 し て

．
24 時 間，同一ツ（気 を吸 引 した 比較 実 験 を行 っ た と

こ ろ，NO 濃 度 は 11 土 O．i）5　p］IS
・
；
・，変動係数 5．O％ で あ り．　 NO2 平均濃度 は L）：・i± 〔1．i）3　ppb ，変 動係 数 2．1％

と良好 な結 果 が得 られ た．次 に，比 較試験終了後の 14台の 測 定器 を使 用 して，首都圏 を 代表す る 国 道 1 写
．

線 （交通 量 6 万台／日）周辺で 四 季 を通 して 窒 素酸化物濃度 の 同時 測 定 を 行 い
， 道路 か らの 距離減衰に つ い

て 検討 した 、NO2 濃度は 夏季 に 若干濃度が 低 か っ た もの の ．道 路 端 Om と i5G・ln 離れ た 地点で の 濃度差は

四 季を通 して ほ とん ど見 られ な か っ た、また，NO 濃 度 は 冬季 に 道路端 Om で は 2 週問 の 平均濃度で
’fr／

ppb を示 し た が ，5G　m 以遠 で は お お む ね 40　ppb 程 度で 推移 して お り，道路か らの 直接 の 影響 は 50　m まで

で あ る と推察 さ れ た．
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